
         

令
和
二
年
度
第
一
回
理
事
会 

四
月
二
十
七
日(

月)

に
予
定
し
て
い
ま

し
た
令
和
二
年
度
第
一
回
理
事
会
の
集
会

は
中
止
し
䣍
メ
䤀
ル
審
議
に
よ
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
䣎 

(

一)

メ
䤀
ル
審
議
の
概
要 

 

理
事
会
は
䣍
集
会
を
避
け
な
が
ら
定
款 

の
規
定
を
満
た
す
よ
う
次
の
手
順
で
行
い 

ま
し
た
䣎 

四
月
十
二
日(

日)
 

メ
䤀
ル
議
決
方
式
に

よ
る
こ
と
を
理
事
・
監
事
に
通
知 

五
月
二
日(

土)
 

議
案
・
実
施
要
領
を
配
信 

賛
否
の
回
答
は
五
月
六
日(

水)

ま
で 

五
月
九
日(

土)
 

オ
ン
ラ
イ
ン
理
事
会

を
開
催
䣎
理
事
会
は
必
要
最
小
限
の
人
数

䥹
議
長
一
名
議
事
録
署
名
人
二
名
合
計
三

名
䥺
で
開
催
す
べ
く
䣍
理
事
長
䣍
副
理
事
長
䣍

専
務
理
事
三
名
で
開
催
し
䣍
メ
䤀
ル
に
て

賛
否
の
回
答
の
あ
䣬
た
九
名
䥹
出
席
と
見

な
さ
れ
ま
す
䥺
を
加
え
全
員
出
席
䣍
全
議
案

と
も
全
員
賛
成
又
は
賛
成
多
数
で
議
決
さ

れ
ま
し
た
䣎 

(

二)

審
議
事
項 

 

審
議
事
項
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
䣎 

①
受
託
事
業
の
実
施
に
つ
い
て 

受
託
業
務
ス
タ
䣹
フ
は
䣍
そ
の
都
度
公 

募
し
䣍
報
酬
の
積
算
根
拠
を
明
確
に
す 

る
䣎
収
益
が
出
た
場
合
は
䣍
特
定
目
的
の 

た
め
の
積
立
金
䣍
会
員
研
修
の
た
め
の 

他
都
市
事
例
調
査
旅
費
䣍
事
務
局
会
議 

出
席
の
た
め
の
交
通
費
䣍
会
計
事
務
処 

理
に
対
す
る
謝
礼
な
ど
に
充
て
る
こ
と 

な
ど
が
決
ま
り
ま
し
た
䣎 

②
総
会
に
付
す
べ
き
事
項 

第
一
号
議
案
令
和
元
年
度
事
業
報
告
・

決
算
報
告
䣍
第
二
号
議
案
令
和
２
年
度

事
業
計
画
䥹
案
䥺・
活
動
予
算
䥹
案
䥺
を 

総
会
に
付
す
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た 

③
総
会
の
開
催
方
法
に
つ
い
て 

新
型
コ

ロ
ナ
ウ
䣵
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め
の
総

会
の
開
催
方
法
が
決
ま
り
ま
し
た
䣎 

 

令
和
二
年
度
通
常
総
会 

五
月
十
六
日(

土)

に
予
定
し
て
い
ま
し

た
令
和
二
年
度
通
常
総
会
の
集
会
は
中
止

し
䣍
メ
䤀
ル
議
決
方
式
と
な
り
ま
し
た
䣎 

(

一)

メ
䤀
ル
審
議
の
概
要 

四
月
十
五
日(

水)
 

総
会
を
メ
䤀
ル
審
議

方
式
に
す
る
こ
と
を
配
信 

五
月
一
日(

金)
 

市
民
活
動
推
進
セ
ン
タ

䤀
の
指
示
に
よ
る
審
議
手
続
き
の
変
更

に
つ
い
て
会
員
に
配
信 

 

五
月
十
二
日(

火) 
 

議
案
・
実
施
要
領
を

配
信 

賛
否
の
回
答
は
五
月
十
六
日

(

土)

ま
で 

五
月
二
十
一
日(

木)
 

オ
ン
ラ
イ
ン
総
会 

必
要
最
小
限
の
人
数
䥹
議
長
一
名
議
事

録
署
名
人
二
名
合
計
三
名
䥺
で
開
催
す

べ
く
䣍
理
事
長
䣍
副
理
事
長
䣍
専
務
理
事

三
名
で
開
催 

結
果
は
次
の
と
お
り
で
䣍
第
一
号
議
案
䣍

第
二
号
議
案
と
も
全
員
賛
成
で
可
決
さ
れ

ま
し
た
䣎 

メ
䤀
ル
に
よ
る
賛
否 

五
三
名 

 

賛
成 

三
十
四
名 

 

反
対 

無
し 

 

理
事
長
に
委
任 

一
九
名 

総
会
出
席 

三
名 

 

理
事
長
䣍
副
理
事
長
䣍
専
務
理
事 

合
計 

五
十
六
名 

正
会
員
数 

九
十
三
名 

定
足
数 

四
十
七
名 

 

 (

二)

理
事
長
挨
拶 

 

会
員
に
配
布
し
ま
し
た
総
会
資
料
の
冒

頭
で
䣍
加
藤
昌
之
理
事
長
か
ら
䣍
次
の
挨
拶

が
あ
り
ま
し
た
䣎 

䣓
本
年
度
の
総
会
は
䣍
新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
た

め
に
異
例
の
総
会
に
な
り
ま
し
た
が
䣍
時
節

柄
皆
様
の
ご
理
解
を
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
䣎
当
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
䣍
平
成
二
十
九
年
十

二
月
二
十
日
に
設
立
さ
れ
二
年
半
経
ち
ま

し
た
䣎
様
々
な
事
業
が
順
調
と
い
う
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
䣍
会
員
の
皆
様
や
役
員
䣍

事
務
局
の
努
力
で
確
実
な
成
果
を
上
げ
て

お
り
ま
す
䣎
公
社
か
ら
の
受
託
事
業
や
様
々

な
講
演
会
ワ
䤀
ク
シ
䣼
䣹
プ
・
ま
ち
歩
き
な

ど
䣍
会
員
の
全
員
参
加
が
望
ま
し
い
と
こ
ろ 

で
は
あ
り
ま
す
が
䣍
今
一
層
改
善
す
べ
き
課

題
は
解
決
し
て
い
き
ま
す
䣎
次
年
度
に
向
け

て
皆
様
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
計

画
・
実
行
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
䣎 

新
型
コ
ロ
ナ
禍
も
い
ず
れ
は
収
束
を
迎

え
る
と
思
い
ま
す
が
䣍
な
か
な
か
見
通
し
が

立
ち
ま
せ
ん
䣎
今
後
の
会
運
営
に
つ
い
て
も

状
況
に
応
じ
た
活
動
を
図
䣬
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
䣎
様
々
な
手
段
で
情
報
発
信
を

致
し
ま
す
の
で
皆
様
の
ご
協
力
を
期
待
し

て
お
り
ま
す
䣎
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
理
念
は
䣓
歴
史
的

建
築
物
の
保
存
活
用
の
推
進
と
地
域
の
歴

史
的
資
産
を
生
か
し
た
歴
史
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
す
る
䣔
で
す
䣎
今
後
ど
の
よ
う
な
時

代
が
到
来
す
る
の
か
不
透
明
に
な
䣬
て
き

ま
し
た
が
䣍
時
代
は
グ
ロ
䤀
バ
ル
か
ら 

ロ

䤀
カ
ル
䣍
中
央
か
ら
地
域
へ
䣍
そ
し
て
過
去

か
ら
の
文
化
の
中
に
新
し
い
未
来
性
を
感

じ
ま
す
䣎
世
代
間
を
超
え
て
地
域
の
文
化
に

誇
り
と
先
進
性
を
発
見
・
発
掘
し
て
䣍
新
し

い
日
常
を
楽
し
め
る
み
ん
な
の
会
に
し
て

行
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
䣎
䣔 

(

三)

審
議
事
項 

①
第
一
号
議
案 

令
和
元
年
度
事
業
報

告
・
決
算
報
告 

 
 
 

 
 

 
 
  
 
  

②
第
二
号
議
案 

令
和
二
年
度
事
業
計

画
䥹
案
䥺
・
活
動
予
算
䥹
案
䥺 

 事
務
局
だ
よ
り 

(

一)

確
定
申
告
と
市
県
民
税
の
納
付 

 

五
月
二
六
日(

火)

䣍
令
和
元
年
度
の
確

定
申
告
と
市
県
民
税
の
納
付
を
行
い
ま
し

た
䣎
税
額
は
次
の
と
お
り
で
し
た
䣎 

 

所
得
税 

一
二
䣍
九
○
○
円 

 

市
民
税 

五
一
䣍
一
○
○
円 

 

県
民
税 

二
五
䣍
三
○
○
円 

NPO  

 
NO.9 

2 6 30  

 
3-58 

contact@758rekimachi.net 



(
二)

事
業
報
告
書
等
の
提
出 

六
月
三
日(

水)

令
和
元
年
度
の
事
業
報

告
書
等
を
名
古
屋
市
市
民
活
動
推
進
セ
ン

タ
䤀
に
提
出
し
ま
し
た
䣎
提
出
書
類
は
次

の
と
お
り
で
䣍
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法

第
二
十
九
条
に
よ
り
提
出
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
る
も
の
で
す
䣎 

①
事
業
報
告
書 

②
活
動
計
算
書 

③
貸
借
対
照
表 

④
財
産
目
録 

⑤
年
間
役
員
名
簿 

⑥
社
員
名
簿 

 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
䣵
ル
ス
感
染
症
の
流
行

は
山
を
越
え
た
か
の
よ
う
に
見
え
ま
す
が
䣍

ま
だ
ま
だ
油
断
が
な
り
ま
せ
ん
䣎
毎
月
実
施

す
る
計
画
の
事
務
局
会
議
も
䣍
六
月
は
メ
䤀

ル
審
議
方
式
で
行
い
ま
し
た
䣎
ご
承
認
い
た

だ
き
ま
し
た
事
業
計
画
も
予
定
通
り
の
実

施
が
で
き
な
い
場
合
も
生
ず
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
䣍
状
況
に
応
じ
な
が
ら
䣍
事
務
局

員
一
同
頑
張
䣬
て
ま
い
り
ま
す
の
で
䣍
ご
支

援
・
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
䣎 

会
員
の
皆
様
も
䣍
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
䣵
ル
ス

に
は
十
分
注
意
し
て
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
䣎 


